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論 文 内 容 の 要 旨 
 
近代ヨーロッパもロシアも、アジアから輸入した商品（更紗）に憧憬を抱いたが、自国で綿織物を
生産するには、自然環境の制約が障害になった。ヨーロッパは海上貿易システムの構築と、自然科学
の応用を通じて、自然環境の制約を克服し、アジア更紗を自国で生産できるようにする。 
 18 世紀以降、ロシアはブハラの捺染技術を導入し、中央アジア製の赤更紗を輸入代替する。18世
紀末、英国綿工業の成功を受け、ロシアで更紗生産が始まるが、当時、更紗の柄は欧州風と中央アジ
ア風の二種に分かれた。欧州風の更紗模様は英国やアルザスの製品から借用したものであり、中央ア
ジア風は中央アジア製の赤更紗を模倣したものである。ロシアが中央アジアに綿織物を輸出した際、
欧州風と中央アジア風更紗の両方を輸出するが、現地市場で中央アジア風の赤更紗の方が受け入れら
れる。ロシアはヨーロッパの貿易システムと科学技術を利用し、綿織物生産に対する自然環境の制約
条件を克服し、中央アジアの赤更紗を輸入代替した後、中央アジアに赤更紗を逆輸出したと考えられ
る。ロシアは、この赤更紗の輸入代替過程に 2世紀を要した。 
近代ヨーロッパの優位を確立したのは、蒸気機関の発明による自然エネルギーから化石燃料への転
換だった。この転換により、生産性や輸送能力が向上し、ヨーロッパは外国に資源と販売市場を求め
る。ロシアはヨーロッパの経験を活かし、19 世紀半ばに初期工業化を遂げた。その後、近隣商業圏
のアジア商人の商業ネットワークを通じて、アジア向け綿織物輸出を行う。だが、19 世紀後半に鉄
道網を敷設し、中央アジア等を併合し国内で自給自足する経済を目指す。 
 19 世紀に工業化を実現した国々は、インドや清に比べると自然環境に恵まれなかった。だが、ヨ
ーロッパはアジアのモノに憧憬を抱き、それを輸入代替する様々な方法を模索する過程で、科学技術
を向上させ、遠隔地海上貿易システムを構築し、アジア更紗の輸入代替を実現する。ロシアも中央ア
ジア製更紗の輸入代替を進める過程で、初期工業化を実現した。長期の視点に立てば、集団意識とし
て、ある種の憧憬が長期に持続する場合、その集団に不都合な自然環境が存在しても、その集団は障
害を克服する方法を見つけ出し、憧れの対象を実現するに違いない。ロシアの場合、中央アジア製の
赤更紗への憧れが、近代的綿工業を確立するための原動力になったと思われる。 
 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は１７世紀末から１９世紀前半期の農奴解放以前のロシアにおける綿工業の発展の歴史を
綿製品の生産、流通、消費の諸側面にわたって分析し、記述したものである。 
序章において本論文の研究の方法論を示すために、歴史学全般に関する諸碩学の視点、論点を回顧
しつつ自らの方法論として確立する過程を描く。 
全体が３つの部分からなり、第１部から第３部に至るまで、それぞれ更紗すなわち綿製品の生産、
流通、消費という形で更紗というモノの諸側面に焦点を当てて論じられている。 
第１章と第２章は更紗（綿工業とほぼ同義）の生産を描くものとして、綿織物としての更紗が対ア
ジア向けの輸出と結びついて発展したこと、また、更紗生産の基軸である染色工程についてその技術
的な発展過程が論じられている。ロシアにおける綿工業の中心地であるウラジーミル県とくにイヴァ
ノヴォにおける１６世紀以来の染色技術の蓄積、さらにその染色工程が技術革新を牽引したことが論
じられている。 
第３章と第４章は更紗の流通とされ、ここではロシアの綿織物がアジア地域へヴォルガ川流域の交
通とキャラバン隊による陸路輸送とによって運ばれ、輸出されたことが論じられる。第３章ではこの
流通経路で枢要の位置を占めるニジェゴロド定期市が分析され、取引される商品が品目別、生産地別
に分析された上で、特にアジア製品（中央アジア、ペルシア、清）が取り上げられ、最終的に綿織物
に焦点を絞って取引商品としての特性を分析した後、ロシア綿織物がこのルートを通じてアジア地域
に輸出されたことが明らかにされている。流通のもう一つの重要な要素は商人ネットワークの問題で
ある。すなわち、ロシア綿織物のアジアへの輸出を誰が担ったのかという問題について、第４章にお
いて、アルメニア商人（ペルシア貿易）、ブハラ商人（中央アジア貿易）、山西商人（清貿易）が論じ
られている。 
第５章、第６章の更紗の消費については、まず、アジア地域の綿織物市場におけるロシア綿織物の
浸透の問題が分析される。すなわち、ペルシア市場ではイギリスの綿織物との競争では勝てなかった
のに対し、中央アジアのブハラ市場および清への窓口であるキャフタ市場ではロシア綿織物はかなり
浸透したという史実が明らかにされている。その理由が、第６章でのロシアと中央アジアにおける服
飾文化（とその変容）の検討を通して示されている。ロシアでは、元々（１６世紀以降）中央アジア
の服飾文化の影響を受けていたが、中央アジアからの輸入品であった赤更紗を１９世紀前半に輸入代
替し、逆に中央アジアに輸出するようになったということが示される。 
最終章では、ヨーロッパにおける綿工業の発展は、インド更紗の輸入代替であったが、ロシアの場
合には中央アジア更紗の輸入代替であり、この関係性をアナロジーしつつ、ロシアとアジア地域の歴
史的関係が雄大に語られていると言える。 
総じて、塩谷氏の研究は、更紗に代表される染色された綿織物というモノに着目しつつ、ロシア、
ペルシア、中央アジア、中国というユーラシア中央地域にわたって、その生産、流通、消費の側面に
ついて歴史的な考察を加え、ロシア綿工業史を描いたことは高く評価しうる。また、ソ連時代におい
てはイデオロギー的な観点から農奴解放以前は暗黒時代であるかのように考えられて、軽視されてい
たのに対し、塩谷氏の研究は農奴解放以前における綿工業の独自の発展、ロシアとアジア地域との貿
易関係を描くことにより新しい歴史像を描き出している点はきわめて重要である。 
以上に見られるように、本論文での塩谷昌史氏の研究は高く評価することができ、博士論文に値す
るものと判定しうる。 
 
